
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「図書館に行こうよ ―図書館職員の図書館的日常―」  100 

 

こちらは「おおとり号」です 

 

✿新人乗務員運行中 

この四月から移動図書館車「おおとり号」の運転手と乗務員が変わりました。 

初めての乗務でまだ慣れませんが、一所懸命努めますのでどうぞよろしくお願いい

たします。 

 「おおとり号」では貸出ステーションが近づくと音楽を鳴らしてアナウンスをし

ます。 

「こちらは移動図書館おおとり号です。〇〇にて〇時〇分まで本の貸し出しを行

います。貸し出しは無料です。どうぞお気軽にご利用ください。」 

これがアナウンスの全文。この十数年変わらぬ定型文として車内に貼り付けてあ

り、いつ誰が決めたものかわかりません。たくさんの方が利用してくださるステー

ションは、貸し出しだけではなくお客様たちのおしゃべりが楽しく弾むなどして賑

やかで、アナウンスなど必要ないくらいですが、中には寂しいステーションもあり

ます。そこでは定型ではないアナウンスでお知らせしたいなあと思うことがありま

す。 

 

✿たとえばこんなアナウンス 

「△△町内の皆さんこんにちは。移動図書館車おおとり号です。△△町内会館に

て〇時〇分まで本の貸し出しをしますので、ちょっとご覧になりませんか？本コ眺

めにおざってたんせ。小説ばかりでなく料理や手芸、園芸、医学などいろいろな本

があります。車の外側の本棚には大人向け、中の棚には子どもの本を積んでいます。

絵本や紙芝居もあります。貸し出しには利用カードが必要ですが、健康保険証や運

転免許証があればすぐにお作りします。二週間に一度回ってきますから、この次返

してくださればよいのです。本棚のスペースが限られていますので、ご希望の本が

ないかもしれません。そのときは予約もできます…」 

しかしこれでは長すぎて、貸し出し開始時刻が遅れてしまいそうです。できるだ

けたくさんの人々に「おおとり号」そして図書館をご利用いただきたいというのが、

職員全体の願いですので、今後はアナウンスも知恵を絞って良いお知らせをしたい

と思います。「おおとり号」の巡回日時は「ほくろく掲示板」にも載っています。

お近くのステーションに停車しましたら、是非ともちょこっと見に来てください。 

風薫る五月、新緑がいよいよ力強く輝く季節に美しい自然豊かな大館の町々を巡

るのは、乗務員にとって励ましです。皆さんのお越しを楽しみにお待ちしておりま

す。（栗盛・昌） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

✿図書館パートナーズを募集します 

４月のコラムにもちょっとだけ書きましたが、大館市立図書館の「図書館パート

ナーズ」を募集します。募集期間は６月１日（金）から６月２９日（金）までの１

カ月。“パートナーズ”って耳慣れない言葉だと思いますが、職員と一緒に図書館

を良くしていってくれる、“協力者”“仲間”のようなイメージです。 

最初のうちは、「図書館まつり」などのイベントのお手伝いや、貸し出し用布バ

ッグづくりなど、「こういうことなら協力できる」というそれぞれの得意分野での

お手伝いをお願いしたいと思っています。集まってもらって、「図書館でこんなこ

とをしたら面白いんじゃないか」というような自由な話し合いもできたらと考えて

います。そして次の段階が、実際にイベントを企画して実施してみる。それが目標

です。イベント内容は本のことに限りません。理想は高く、図書館を“参加者みん

なが生き生きと活動できるにぎわい創出の場”にしたいと考えていますので、アイ

デアをお持ちの方、イベント好きの方、何か楽しいことがないかと思っている方…

是非お気軽にご参加ください。お待ちしています。お申し込み、お問い合わせは栗

盛記念図書館４２－２５２５まで。（栗盛・西） 

 


